
平成２７年７月１２日（日）１０：００～１２：００ 

ワールド・カフェ（合同）が開催されました。 

会場でのアンケートをまとめましたのでお知らせします。 

 

 

１． ワールド・カフェの参加は・・・？ 

 

ワールド・カフェの参加回数 

ワールド・カフェの参加回数

初めて　１０名

43.5%

２回目　７名

30%

３回目　４名

17.4%

４回目　２名

9%

初めて

２回目

３回目

４回目

 

総参加者数３０名   参加団体数 １６ 

 

2. 今回、ワールド・カフェに参加して「良かった」と思われた点をお書きください。 

 

 色々な方々の考え方を知り、意見交換が出来て良かった 

 

 異なる分野の方の活動を知り自分の活動のヒントが得られた。 

 

 回を増す毎に対面するので互いの活動が理解できてよい。 

 初めての参加ですが、皆さんのいろいろな活動が社会を支えていることを

実感しました。 

 各団体と交流ができた事と、自分の活動のヒントが得られた。 

 さまざまな団体の活動状況が理解でき、今回こういう話し合いが出来てよ

かった。 

 ワールド・カフェにより、知りあいが増えた  

 



 各種団体の存在を知り、他の団体の活動状況を多少でも知ることが出来た

と同時に、色々な団体の声を聞くことにより活動の参考になった。 

 「ボランティアとは…」を考えるきっかけとなりました。皆さんが、さま

ざまな思いの中で行動されていることがわかりました。 

 ボランティアを続けるということは、「思い入れ」「志の深さ」と「強さ」

だと感じ、皆さんの情熱を分けて頂きました。ありがとうございます。 
 

３. 今後の「ワールド・カフェのテーマ」はどのようなテーマが良いと思われます

か？ 

 

 「活動での喜び」を感じた事例発表 

 活動拡大のためのヒント。また、拡大を妨げている要因をテーマに 

 今後もワールド・カフェの開催を重ねることで、さらに「拡大、問題点、

阻害要因のコアを炙り出す」テーマを 

 会員増対策・必要経費の助成等について 

 「負担にならない活動」について 

 各団体が抱える問題点「人・物・金」に関する意見交換が可能となるテー

マ 

 団体の運営面の課題等についてのテーマ希望 

 分野別のワールド・カフェで相互連携を深めるためのテーマ 

 次世代の育成 
 

４． 今回、話し合われた団体の中で「相互連携（コラボレーション）したい」と思わ

れましたか？その団体名と連携のポイント（メリット）をお書きください。 

 

◇他団体とのコラボ計画（希望）６件有りました 

その他意見として 

 

 いくつかの社会的活動の中で現状では精一杯、拡大困難。 

 まずは、お互いを知り合うことから始め、とりあえずコラボしてみてはど

うかと思います。 

 

５.本日ワールド・カフェに参加され、お気付きになられた事等、感想をご自由にお書

きください。 

 

 皆さんの熱意を感じました。社会に対する前向きな姿勢を感じました 

 楽しい時間なので時間が短い 

 「困っている人の手助けする団体」と「夢と理想を求めて活動する 

団体」のマッチングと連携には何が必要か考えていきたい。 



 皆さんの行動に敬意を表します。 

 出席の皆様、高齢の方もお元気でボランティアの活動でいきいきな姿を拝

見しました。 

 この会に参加されている方の熱心な取り組みの姿勢に感心させられまし

た 

 時間があっという間に過ぎてしまった。１テーブル４人くらいだともう少

し話ができると思った。 

 ワールド・カフェを通して各団体が抱える人材の不足・差別や偏見など非 

 常に多くの点に気付かされた。 

 初めての参加ですが、いろいろな活動が社会を支えていることを実感しま

した。 

 時間がもう少しあればと思います。自己紹介等の時間が特に必要と思いま

した。 

 話し合いの時間があと５分～１０分長いと良いと思った。 

 日曜日に実施されたのですが、３０才～４０才代の方の参加が少なくて残

念でした。 

 いろいろなボランティアがあることがわかりました。もう少し時間が有れ

ば良かったと思います。 

 もう少し、他の団体も参加していただけたらと思う。 

 ボランティア団体の数がもっと多いと思われるが、参加団体が少ないのが

気になる。 

 １５分で６～８人では、時間不足と思う。４人の時は話がじっくり聞け 

“ボランティア”の本質について感じることができました。 

 ○各ボランティア団体の方が「何を期待して連絡協議会に加入しておられ

る のか」をつかむことができず残念だった。 

 

 どちらの団体でも若い方の活動がむずかしく、活動がいつまで出来る（続

けられる）のかな？という感じを思いました。 

 

 各々のボランティアグループが個々で活動するだけでなく、そのボランテ

ィア精神の根っこはつながっているのだから統合し、全体として協力し合

っていくという活動になると素晴らしいと思う。 

 

 ボランティア団体の活動発表会を企画開催希望。 

 


